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研究成果の概要（和文）：「人間志向の起業家精神」理論をコンピテンシーの視点から見直し、その理論的発展
に貢献した。さらに事例研究を通じて、女性がコンピテンシーを育む条件、ジェンダー平等に反する組織文化の
変革について検討した。
　第1に個人の特性に基づくスキル並びに心的態度をアントレプレナーのコンピテンシーと位置づけ、自己効力
感を持つ個人を潜在的アントレプレナーとした。第2に個人の多様性を考慮し女性がアントレプレナーシップを
育む社会的条件を示した。第3に企業家による地域社会への積極的働きかけが、ジェンダー平等に反する組織文
化の根底にある、業界や地域社会の暗黙の前提を打破することに有効である有効であることを示した。

研究成果の概要（英文）：The authors revisited the “humane entrepreneurship” theory from the 
perspective of competencies and contributed to its theoretical development. Furthermore, through 
case studies, it is examined how women should expand their competencies and change organizational 
cultures that go against gender equality.
Firstly, the authors positioned skills and attitudes based on personal traits as competencies of 
humane entrepreneurs, and identified individuals who have self-efficacy in these competencies as 
potential entrepreneurs. Secondly, from the perspective of gender equality, the environments and 
career developments for fostering potential female entrepreneurs are revealed. Thirdly, the case 
study made it clear that creating a local community cluster through "humane entrepreneurship" is 
effective in breaking the implicit assumptions that go against gender equality.

研究分野： アントレプレナーシップ

キーワード： アントレプレナーシップ　コンピテンシー　ジェンダー平等　人間志向
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研究成果の学術的意義や社会的意義
Ki-Chan Kim et al.（2018）の「人間志向の起業家精神」をコンピテンシーの視点から拡張し理論的に貢献し
た。こうしたコンピテンシーを女性が育む上でのキャリア形成、環境条件を明らかにし、ジェンダー平等に反す
る組織文化の変革策を示した。
引用文献 Ki-Chan Kim　et al.(2018）, “Humane Entrepreneurship: How Focusing On People Can Drive a 
New Era of Wealth and Quality Job Creation in a Sustainable World,”JSBM,56,pp.10-29.

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
   「人間志向のアントレプレナーシップ」（Humane entrepreneurship）は Ki-Chan Kim et 
al.(2018)が提示した概念で、人間生活を豊かにする事業機会を探究し、起業行動や所属組織に
おける新規事業を通じて実現しようとするアントレプレナーシップである。本研究は、アント
レプレナーシップの性別格差を克服するという視点からこの概念を拡張し、女性がアントレプ
レナーシップを磨くための主体的取組みの在り方、結婚・出産・介護等に伴うキャリア形成の
不利を克服するための環境づくりという点に関して、理論的・実践的な提言をすることを狙い
とした。 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、ジェンダー平等のため、「人間志向のアントレプレナーシップ」をコンピテ
ンシー（力量）の視点から理論的に拡張し、女性がキャリア形成の断続等を克服しアントレプ
レナーシップを培う過程を明らかにし、周囲の教育者、実務家、中小企業支援者の果たすべき
役割を示すことである。ひとり一人の女性が、それぞれの違いを踏まえアントレプレナーシッ
プ並びに組織を導くリーダーシップをいかに発揮すべきか提示することである。 
３．研究の方法 
 第 1 にコンピテンシー理論を踏まえ「人間志向のアントレプレナーシップ」を拡張し、アン
トレプレナーシップ並びにリーダーシップの醸成について理論的な再整理を試みた。第 2 に女
性アントレプレナーによる先進事例を通じ、イノベーションと「人間志向のアントレプレナー
シップ」の関連について検討した。第３に「人間志向のアントレプレナーシップ」の提唱者で
ある Ki-Chan Kim 氏を中心とする国際連携に参画し、実務的活用を目指した。具体的には
Humane Entrepreneurship の ISO 標準化を目指し、Northeast Asia Standards Cooperation 
Forum（NEASF）の日中韓のワークンググループ（WorkingGroup27）に日本側エキスパート
として参画した。ISO 標準化の試みは実らなかったが、研究者間の交流を通じ理論的検討の深
化につながった。また、Humane Entrepreneurship の研究者が集まる International Council for 
Small Business(ICSB)など国際会議において研究報告を行った。 
４．研究成果 
 高齢化人口減少社会において社会的インパクトを生み出す、起業・イノベーションに取り組
むことができるコンピテンシーをもつ「潜在的起業家」を養うため、各人がいかに主体的にコ
ンピテンシーを養うか、環境をどう整えるべきか、理論的・実証的に明らかにした。 
    第 1 に理論的枠組みとして個人的特性、コンピテンシー、実行スタイルという 3 ステップか
ら「人間志向のアントレプレナーシップ」の理論的枠組みを拡張した（図１参照）。個人的特性
は、身体的特徴、性格、認知能力など生来あるいは長期間かけて築かれたものである。コンピ
テンシーは個人的特性にもとづく心的態度並びにスキルからなり、これを養った潜在的アンチ
レプレナー(potential entrepreneur)は、機会があれば起業・イノベーションを各自のスタイル
で実行する。個人的特性は身体的特性・認知能力・性格など生来あるいは長期的に養われた固
定的なものである。これに対しスキルや心的態度は個人的特性に影響されるが、成人が主体的



に養うことができるものである。「人間志向のアントレプレナー」は同時に、周囲に好ましい影
響を与え、社会的インパクトにつなげる「人間志向のリーダー」でもある必要がある。そのた
め、双方のスキルと心的態度を保持する。すなわち、1 つ目にリーダーのスキルとして定式化
された、概念化スキル、人間関係スキル、事業スキルに加え、アントレプレナー的な事業構想
スキルを保持する。2 つ目に心的態度については、リーダーとして重視される自信、協調性、
自己分析等、アントレプレナーに求められる積極性・革新性・リスクテイキングに加え、「謙虚
さと学び」「従業員の成長」「多様性の尊重」等の「人間志向の態度」が重要になっている。こ
うした「人間志向のアントレプレナー（兼リーダー）は、自分のコンピテンシーと周囲の環境
に応じ、多様な実行段階のスタイルを選択することができる。リーダーのスタイルをフォロワ
ーとの関係に応じて、イノベーションのスタイルを起業、副業、社内イノベーション、待機な
どの機会・脅威・リソース制約等に応じて選択し、ひとり一人の多様性を最大限生かす。 
図１ 人間志向のアントレプレナー（兼リーダー）のコンピテンシーと実行スタイル 

 
 
 第 2 に、キャリア形成上不利にある、わが国女性が潜在的アントレプレナーへと到達するた
めの課題を確認した。前述のスキームを踏まえ、筆者は潜在的アントレプレナーを、自己のコ
ンピテンシーすなわち個人的特性・心的態度・スキルを踏まえ「私なら起業・イノベーション
ができるだろう」という自己効力感(self-efficacy)を保持する者と定義した。前述の通り、個人
的特性は先天的または長期間をかけ形成されるので、成人が変えることは容易でないのに対し、
心的態度・スキルは、個人的適性に左右され環境の影響を受けるものの、自らの意思で主体的
に形成してゆくことが可能である。また多様性が進む社会においては、性差・民族の違い・障
害の有無などに関係なく、全ての多様性が尊重され、一人ひとりが自分の個性を踏まえて、ア
ントレプレナー（兼リーダー）のスタイルを選べるようにすべきである。こうした視点から、



筆者は学生・一般成人に対するアントレプレナーシップ教育の在り方を示し、社会的環境の改
善について考察した。１つ目に勤務者か否か、都会か否、年齢の高低などに関わらず、「アント
レプレナーの社会的意義」「事業構想スキル」「経営判断力」「実務的知識・スキル」という 4 分
野を誰でも学べる場を創出し、その運営においては、女性のリーダーシップという視点を常に
意識することである。2 つ目に女性のキャリア断絶を極力、避けるような企業側の環境整備で
ある。スキルを獲得するには、職業キャリアを継続してゆくことが重要であり、職場の組織文
化の改善、男性育児休業の取得促進や幼児保育の拡充等が重要である。3 つ目に潜在的アント
レプレナーがリスクを抑えてスタイルを選択できるように、女性の起業・独立、副業等をめぐ
る環境を改善することである。 
 第３に女性アントレプレナーが組織文化の変革を試みる上での課題と解決策を検討した。企
業の組織文化は成員が共有する価値観であるが、この形成にはリーダーの心的態度や理念など
企業特有の要素だけでなく、所属する業界や地域において当然とされる「暗黙の前提」
（assumption）が影響を与える。問題なのは、旧来からの「暗黙の前提」には、しばしばダイ
バーシティ＆インクルージョンに反する要素が残ることである。そこで筆者は事例研究を通じ、
資源に制約のある中小企業が、ジェンダー平等に反する「暗黙の前提」を打破するには、「人間
志向のアントレプレナーシップ」にもとづき「地域社会のクラスター」を創ることが有効であ
ることを示した。「地域社会のクラスター」は、もともと Porter&Kramer(2011)が CSV 経営と
して述べた概念で、地域社会にとり望ましい活動を通じ、地域住民・行政・学校・NPO 等との
連携関係を創り上げることである。中小企業においては地域の構成員と組織の成員が重なりあ
うため、「クラスター」において望ましい価値観が醸成されると、それが業界・地域における
「暗黙の前提」を更新し、組織文化を変える原動力となることを確認した。 
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